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浦和区 最新放射線情報（７／３１現在）

8 月 1日（月）から空間放射線量測定機器の貸出しが始まります。公共性の高い施設の放射線量測定を目的としているため、
貸出しは公共性を有する民間施設等の管理者等の代表者のみとなります（個人への貸出しは行いません）。

おしらせ : 放射線物質測定器の団体貸し出しが始まります

※この一覧表は公開されたデータを基にやなか信人が作成しています。

ぴかぴかやなか信人 ぴかぴか 市政通信
のぶ　　と

※裏面もご覧ください。



市立公園１０施設
（駒場運動公園、別所沼公園）
：７／７

測定内容：空間放射線量の測定（芝生広場、砂場、遊具周辺）
測定機器：シンチレーション検出器
測定高さ：地上５センチメートル、５０センチメートル、地表１メートルの空
間放射線量
測定者：南部・北部都市・公園管理事務所　管理課職員６名

検査結果について、医療放射線防護連絡協議会総務理事の自治医科大学ＲＩセンター管理主任の
菊地透氏に考察をいただきました。
７月７日（木）に測定した、市内１０か所の公園の空間放射線量の試算結果から、芝生上・砂場も含
め、すべての地点・高さで、法令の通常時における一般公衆の線量限度である年間１ミリシーベル
トを下回っており、我が国の通常の自然環境中の変動レベルであると考えられます。
なお、芝生上や砂場付近において、学校の校庭等と比べ、高い数値が検出されましたが、これは３
月１５日以降に堆積した福島原発からの放射性物質が芝生等に付着していると考えられることか
ら、少し高い数値が検出されたと推測されます。
都市局 都市計画部 都市公園課：８２９－１４２０

さいたま市桜区
７／３０（午後６時まで）　１時
間おき

放射線量等（東日本大震災以前より実施）
停電時は未計測
（４階建ての建物、約１８メートルの屋上設置のモニタリングポスト）
０．０５１マイクロシーベルト
３／１２から６／３０までの積算値（１１１日間）は１６６マイクロシーベルト
（０．１６６ミリシーベルト）
６月の平均値（０．０５３ミリシーベルト／ｈ）で経過した場合の１年分は４８
９マイクロシーベルト
原発事故前（０．０３１～０．０６０）の範囲内

県ホームページにて１時間おきに公表
平常時の自然放射線以外の放射線
：年間１０００マイクロシーベルト（１ミリシーベルト）
保健医療部 保健医療政策課　Tel：048-830-3230

さいたま市桜区
７／３０　１０時

地表１メートルの大気中放射線量
０．０５３マイクロシーベルト
測定：シンチベーション式サーベメーター

過去の平常時の範囲：0.031〜0.060マイクロシーベルト
保健医療部 保健医療政策課　Tel：048-830-3230

さいたま市
ヨウ素131／セシウム134／セシウム137　単位（Bq/kg）
小麦（６／２９～７／７）：検出せず／２５／２６
分析機関：財団法人　日本食品分析センター多摩研究所

県農林部　生産振興課（主穀担当　片貝）Tel:048-830-4145

さいたま市、川口市
ジャガイモ（６／２１）：
検出せず（定量下限値：放射性ヨウ素 20Bq/kg、放射性セシウム2.1～
3.5Bq/kg　未満）
検査：財団法人　日本食品分析センター多摩研究所

放射性セシウム：合計５００Bq/kg
埼玉県農林部農産物安全課(048-830-4057)

さいたま市
コマツナ（５／３１、７／１９）
検出せず（定量下限値：放射性ヨウ素 20Bq/kg、放射性セシウム2.1～
3.5Bq/kg　未満）

放射性セシウム：合計５００Bq/kg
埼玉県農林部農産物安全課(048-830-4057)

さいたま市他１３市町（川越
クーラーステーション）
７／２１

原乳
ヨウ素131／セシウム134／セシウム137　単位（Bq/kg）
検出せず／１．１／１．０
分析機関：国立保健医療科学院

暫定規制値
牛乳・乳製品
放射性ヨウ素：３００／放射性セシウム：合計５００（Bq/kg）
埼玉県農林部農産物安全課(048-830-4057)

さいたま市、所沢市、草加市
エダマメ（６／２８）
検出せず（定量下限値：放射性ヨウ素 20Bq/kg、放射性セシウム2.7～
4.5Bq/kg　未満）
検査：財団法人　日本食品分析センター多摩研究所

「検出せず」とは、検査機器で測定できる定量下限値未満であることを示す。
放射性セシウム：合計５００Bq/kg
埼玉県農林部農産物安全課　有機・安全生産担当(048-830-4057)

荒川水循環センターほか
下水処理場（県内５カ所）
７／７（概ね２週間おき）

汚泥、焼却灰（ヨウ素、セシウム）、空間線量（敷地境界線内側　高さ１
メートル）
汚泥、焼却灰中ヨウ素不検出、
セシウム（１３４，１３７の合計）
汚泥１９５Bq/kg、
焼却灰（乾燥７，５００／加湿５，４００Bq/kg）
空間線量率：０．０８マイクロシーベルト／ｈ　（７／１計測）

国：１０万Bq/kgに対して十分に低い値
原子力災害対策本部が示した、平成２３年５月１２日付け「『福島県内の下水処理副産次産物の当
面の取扱いに関する考え方』について」によると、「脱水汚泥のうち、１０万Bq/kgを超える物など測
定された放射能濃度が比較的高いものについては、可能な限り、県内で焼却・溶融等の減容化処
理を行った上で適切に保管することが望ましい。なお、焼却灰については飛散防止のため、容器に
封入する等の措置が必要である。」
埼玉県下水道局（０４８−８３０−５４５３）

さいたま市下水処理センター
下水汚泥
７／１３（2週間おきに1回）

ヨウ素131／セシウム134／セシウム137　単位（Bq/kg）
消化汚泥：不検出／196／216
濃縮汚泥：不検出／96／92

流入水・放流水：
６／１：不検出

１．下水処理センターは、大宮駅東口の一部を処理区域とした合流式の下水終末処理場です。（平
成22年度処理人口は約10,400人で、市内の下水処理人口の約１％）
２．原子力災害対策本部が示した、平成23年6月16日付け『「放射性物質が検出された上下水処理
等副次産物の当面の取扱いに関する考え方」について』によると、「セシウム134及びセシウム137
の合計の濃度が8,000Bq/kg以下の脱水汚泥等については、跡地を居住等の用途に供しないことと
した上で、土壌層の設置、防水対策等の適切な対策を講じた埋立処分を可能とする。」とされてい
ます。
上記の測定結果は、この8,000Bq/kgに対し十分に低い値となっています。
下水処理センター　TEL:048‐643‐4302

大久保浄水場（県営５浄水場）
７／３０

水道水１リットルあたりの放射性物質
（放射性物質I-131,Cs-134,Cs-137）
放射性ヨウ素、セシウム検出されず

埼玉県農林部農産物安全課(048-830-4057)

北浦和浄水場、南浦和浄水
場、東浦和浄水場他
７／１５（週１回実施中）

深井戸水（地下１５０〜２００メートル）
不検出（検出限界濃度は、測定条件等により各試料ごとに変動します
が、放射性ヨウ素は約9.5Bq/ｋｇ、放射性セシウム約11Bq/ｋｇ）
※平成23年6月30日付、厚生労働省が示した「今後の水道水中の放射
性物質のモニタリング方針」の一部改定に伴い検査計画を変更しますの
で、検査計画が決まりしだい結果の公表をします

市：さいたま市の水道水は安全です
放射性ヨウ素　飲料水３００Bq／kg
（乳児の飲料水は１００Bq/kg)
放射性セシウム　飲料水２００Bg／kg
さいたま市水道局（０４８−６６５−３２２０）

市立学校プール１１校
（浦和区：北浦和小学校）
７／１１

プール水の放射性物質（I-131,Cs-134,Cs-137）
検査方法　ゲルマニウム半導体検出器によるγ 線スペクトル測定法
検査機関　三菱マテリアルテクノ株式会社
　７月１１日（月）に検査した１１校の市立学校プール水からは、放射性物
質　は検出されませんでした

放射性物質が検出された場合には、現段階でプールにおける利用判断基準がないため、厚生労
働省が示している飲料水の暫定指標値を参考にすることとしています。
飲料水についての国の基準Ｂｑ／ｋｇ（ベクレル／キログラム）
放射性ヨウ素　 ：３００Ｂｑ／ｋｇ　（乳児は１００Ｂｑ／ｋｇ　）
放射性セシウム：２００Ｂｑ／ｋｇ
プール水については、安全が確認された水道水が使用され、埼玉県で観測している降下物中の放
射性物質も、７月現在、ほとんど検出されていないことから、今夏のプール活動には支障はないも
のと考えます。今後につきましては、埼玉県、さいたま市で実施している空間の放射線量の測定結
果、プール水として使用している水道水の検査結果、県営プール、市営プールの検査結果を注視
してまいります。
教育委員会事務局学校教育部健康教育課（048-829-1678）

浦和第一女子高校　屋外プー
ル
（６／１５，１６）

プールの水（プールの清掃をすませ、水を張った状態）
検査機関に委託
放射性ヨウ素、セシウム検出されず（埼玉新聞６／１５）

国：プールの水に含まれる放射性物質の基準を定めず
県保健体育課「どこからも放射性物質は検出されなかったので、
安全性は確保できている」
埼玉県危機対策本部

大宮公園水泳場　屋外プール
（６／１５，１６）

プールの水
検査機関に委託
放射性ヨウ素、セシウム検出されず（埼玉新聞６／１５）

国：プールの水に含まれる放射性物質の基準を定めず
県保健体育課「どこからも放射性物質は検出されなかったので、
安全性は確保できている」
埼玉県危機対策本部

※この一覧表は公開されたデータを基にやなか信人が作成しています。
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